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問 1 レポート 4の 問 3 の解答例に記載された「3の倍数と 3の付く数字を表示するプログラ

ム」(ファイル名「exercise0208.c」)について、変数 iが347の場合をトレースしなさい (下表

を完成しなさい)。ただし、トレースする範囲は第 9行から第 25行とし、括弧のみの行も省略し

ないで記述すること。(2点)

行番号 i tmp flag

9 347 3 1

10 347 3 0

11 347 3 0

12 347 3 0

13 347 3 0

14 347 3 0

15 347 347 0

16 347 347 0

17 347 347 0

21 347 34 0

22 347 34 0

16 347 34 0

17 347 34 0

21 347 3 0

22 347 3 0

16 347 3 0

17 347 3 0

18 347 3 1

19 347 3 1

23 347 3 1

24 347 3 1

25 347 3 1

評価基準 解答例に準じた解答であれば 2点。



問 2 演習 3の 演習 2 で作成した「アルファベットの小文字は大文字に大文字は小文字に変換

して表示するプログラム」 (ファイル名「exercise0306.c」)を印刷してレポートに添付しなさ

い。(2点)

解答例 添付書類を参考のこと。

評価基準 解答例に準じた解答であれば 2点。

問 3 演習 3の 演習 3 で作成した「3 × 3行列 A, Bの積を計算するプログラム」 (ファイル

名「exercise0307.c」)を印刷してレポートに添付しなさい。(2点)

解答例 添付書類を参考のこと。

評価基準 解答例に準じた解答であれば 2点。

問 2 の解答例 「アルファベットの小文字は大文字に大文字は小文字に変換して表示するプロ

グラム」 (ファイル名「exercise0306.c」)

1: #include <stdio.h>

2: #include <ctype.h>

3:

4: int main(void)

5: {

6: int ch;

7:

8: while ((ch = getchar()) != EOF) {

9: if ((64 < ch) && (ch < 91)) { ← 論理積を用いる

10: ch = tolower(ch);

11: }

12: else if (96 < ch && ch < 123) { ← 論理積を用いる

13: ch = toupper(ch);

14: }

15: putchar(ch);

16: }

17:

18: return 0;

19: }


